
は
じ
め
に
「
災
害
に
備
え

た
地
域
の
役
割
」
と
題
し
、

防
災
士
中
島
仁
史
氏
か
ら
の

講
演
が
あ
り
、
災
害
に
備
え

地
域
の
対
応
が
い
ろ
い
ろ
求

め
ら
れ
て
い
る
が
、
地
域
が

一
体
と
な
っ
た
取
組
み
体
制

が
大
切
で
あ
る
と
話
さ
れ
ま

し
た
。
続
い
て
甲
賀
市
危
機

管
理
課
の
指
導
の
も
と
コ
ロ

ナ
禍
で
の
避
難
所
運
営
の
ひ

と
つ
で
あ
る
シ
ェ
ル
タ
ー
と

簡
易
ベ
ッ
ド
組
立
訓
練
を
実

施
し
ま
し
た
。
最
後
は
グ
ル
ー

プ
で
意
見
交
換
が
な
さ
れ
、

区
長
か
ら
「
地
域
に
避
難
情

報
が
出
て
も
な
か
な
か
避
難

さ
れ
な
い
。
自
分
事
に
し
て

ほ
し
い
」
「
災
害
時
の
区
長

の
役
割
を
改
め
て
知
っ
た
。

防
災
活
動
の
マ
ン
ネ
リ
化
を

改
善
し
た
い
」
な

ど
災
害
へ
の
強
い

危
機
意
識
を
持
っ

た
意
見
が
出
ま
し

た
。災

害
は
、
い
つ

な
ん
ど
き
起
こ
る

か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

日
頃
か
ら
地
域
の

つ
な
が
り
を
大
切

に
し
、
地
域
で
の

災
害
に
備
え
た
取

組
み
が
一
層
推
進

さ
れ
る
こ
と
が
望

ま
れ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
予
防
の
た
め
、
関
係
者

と
の
調
整
と
予
防
を
徹
底
し

開
催
し
ま
し
た
。

最
初
に
甲
賀
市
社
会
福
祉

協
議
会
よ
り
「
福
祉
推
進
員

の
役
割
と
コ
ロ
ナ
禍
で
の
サ

ロ
ン
活
動
」
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

「
福
祉
推
進
員
の
役
割
は
、

誰
も
が
普
通
に
暮
ら
せ
る
よ

う
に
見
守
り
、
支
え
合
い
の

お
手
伝
い
を
す
る
こ
と
で
あ

り
、
そ
の
た
め
に
サ
ロ
ン
へ

の
協
力
や
地
域
の
困
り
ご
と

を
民
生
委
員
や
区
長
と
相
談

す
る
こ
と
な
ど
か
ら
始
め
て

い
き
ま
し
ょ
う
。
大
変
な
役

割
で
す
が
、
み
ん
な
が
お
互

い
に
支
え
合
う
一
人
だ
と
思
っ

て
、
気
楽
に
や
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
何
事
も
一
歩
前
に

進
む
こ
と
が
大
切
で
す
」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
甲
賀
シ
ル
バ
ー
ケ

ア
豊
壽
園
の
指
導
員
倉
田
美

幸
氏
に
「
家
で
も
サ
ロ
ン
で

も
使
え
る
棒
・
タ
オ
ル
体
操
」

の
実
演
指
導
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

土
山
町
は
少
子
高
齢
化
が

進
み
、
以
前
よ
り
施
設
が
増

え
た
こ
と
は
あ
り
が
た
い
の

で
す
が
、
ま
ず
は
、
自
分
自

身
の
健
康
を
守
る
こ
と
が
一

番
で
す
。
そ
の
た
め
自
分
で

動
け
る
筋
力
の
維
持
は
大
変

重
要
で
す
。
手
軽
に
家
庭
で

も
で
き
る
棒
や
タ
オ
ル
体
操

は
筋
力
を
鍛
え
た
り
、
体
力
、

免
疫
力
の
向
上
、
生
活
習
慣

病
や
認
知
症
の
予
防
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

タ
オ
ル
体
操
も
百
歳
体
操
も

気
軽
に
で
き
る
た
め
、
サ
ロ

ン
で
の
継
続
的
な
取
り
組
み

に
期
待
し
ま
す
。

最
後
に
甲
賀
市
社
会
福
祉

協
議
会
よ
り
サ
ロ
ン
で
使
え

る
ゲ
ー
ム
の
紹
介
が
あ
り
ま

し
た
。
サ
ロ
ン
へ
の
貸
出
は

無
料
で
す
の
で
、
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

今
回
の
研
修
で
は
健
康
管

理
の
基
本
を
教
わ
り
ま
し
た
。

研
修
を
通
じ
て
、
福
祉
推
進

員
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
豊

壽
園
の
方
々
と
情
報
交
換
が

で
き
、
今
ま
で
以
上
に
相
談

先
、
活
動
の
輪
が
広
が
っ
た

と
思
い
ま
す
。
現
状
コ
ロ
ナ

禍
で
は
あ
り
ま
す
が
、
感
染

予
防
を
第
一
に
臨
機
応
変
な

対
応
で
ご
近
所
福
祉
を
進
め

た
い
と
思
い
ま
す
。

令
和
2
年
12
月
６
日
（
日
）

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
フ
ィ
ラ

ン
ソ
土
山
に
お
い
て
、
「
土

山
地
域
田
舎
の
地
域
づ
く
り

セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
（
土
山
町
民
生
委
員
児

童
委
員
協
議
会
、
土
山
町
福

祉
推
進
員
連
絡
協
議
会
と
の

共
催
）
当
日
は
、
民
生
委
員

児
童
委
員
、
福
祉
推
進
員
、

ご
近
所
福
祉
に
関
心
の
あ
る

方
々
な
ど
35
名
の
ご
参
加
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
で
の
緊
急
事
態
宣

言
に
よ
り
人
と
の
関
わ
り
が

困
難
に
な
り
、
ご
近
所
福
祉

活
動
に
お
い
て
も
影
響
が
大

き
く
あ
っ
た
た
め
、
テ
ー
マ

を
「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
ご

近
所
福
祉
」
と
し
た
基
調
講

演
や
実
践
報
告
を
行
い
ま
し

た
。ご

参
加
い
た
だ
い
た
方
に

は
コ
ロ
ナ
禍
で
の
ご
近
所
福

祉
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
た

だ
き
、
会
場
に
い
る
全
員
で

こ
の
非
常
事
態
で
の
ご
近
所

福
祉
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
の
前
半
で
は
、

甲
賀
市
社
会
福
祉
協
議
会
地

域
福
祉
課

大
倉
課
長
よ
り

「
コ
ロ
ナ
禍
で
の
ご
近
所
福

祉
」
と
題
し
て
、
講
義
い
た

だ
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
ご
近
所
福
祉
に
関
わ

る
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、

「
新
し
い
生
活
様
式
」
・

「
こ
れ
ま
で
の
活
動
の
振
り

返
り
」
・
「
今
、
新
し
い
生

活
様
式
で
地
域
福
祉
活
動
に

何
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
」
・

「
ご
近
所
福
祉
活
動

with

コ
ロ
ナ
」
を
挙
げ
ら
れ
ま
し

た
。
詳
し
く
は
、
中
面
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
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広報

コロナ禍におけるご近所福祉
三密避けても、気持ちのつながりは濃厚に

サロンスタッフ
研修会

2020年10月24日
フィランソ土山にて

第2回
土山地域防災講習会
～日頃のつながりが命を守る～

2020年10月29日
土山開発センターにて

↑コロナ禍だからこそ〝つながり〟の大切さを確認した
土山地域田舎の地域づくりセミナーの様子

●日頃の見守り、散歩などでつながりを持つ。
サロンやゲートボールなどでお互いが見守っていける。
全て中止にするのではなく、対処をして実施できるの
ではないか。
●集会所を日を決めて開放し、サロン以外でも気軽に
集まり顔を合わせるのもいいかなと思う。
●今までの既成概念にとらわれず、状況に応じてでき
る限りの方法をとれば目的は達成するのだと思う。
・短時間での実施・頻度をまめにする、又は減らす。
・屋外での開催。
・簡単なイベントなしのお茶会でOK。
・大規模にせずに小さな集団に分ける。
・地域の方たちが本当に望んでいることを聞いてみる。

●感染対策をした上での小規模の集会は必要だと思う。
●ひきこもっている子どもたち、家を出たくない高齢
者に話せる人が声をかけ、孤立しないようにする必要
があると思う。
●集う会が行えない中、健康推進員や福祉推進員、民
生委員の三役が３人１グループとなり、マスクをプレ
ゼントしたり、12月はエンディングノートとお菓子を
持って家庭訪問し、説明することでつながりを持つよ
うに考えている。
●１～２カ月に１回、サロンに参加されていた方のお
家に訪問をするようにしている。

セミナーを聞いてコロナ禍でのアイデア・工夫

こんな方法あったらいいね。地域のつながり合い(参加者の声から)

↑

災
害
時
に
備
え

た
シ
ェ
ル
タ
ー
組
み

立
て
訓
練
の
様
子

↑豊壽園さんから棒・タオル体操の実技指導

↑市社協よりサロンで使えるゲームを指導



第３号 広報 土山がニコリ 2021年３月15日

取
り
組
み
の
き
っ
か
け
は
、

民
生
委
員
児
童
委
員
と
小
学

校
と
の
子
ど
も
た
ち
の
現
状

を
語
る
会
で
「
不
登
校
の
子

ど
も
が
い
る
」
な
ど
の
実
情

が
わ
か
り
“
子
ど
も
た
ち
に

下
校
後
に
ほ
っ
と
で
き
る
居

場
所
”
が
必
要
だ
と
思
っ
た

こ
と
で
し
た
。

昨
年
度
は
月
１
回
の
頻
度

で
開
催
し
、
今
年
度
も
同
様

に
月
１
回
の
開
催
を
予
定
し

て
い
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に

よ
り
、
半
分
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。

開
催
を
中
止
に
し
た
こ
と

で
全
く
子
ど
も
た
ち
の
状
況

が
わ
か
ら
な
く
な
り
、
ま
た
、

夏
休
み
に
何
の
楽
し
み
も
な

く
、
さ
み
し
い
と
い
う
子
ど

も
た
ち
か
ら
の
声
を
受
け
、

検
温
、
マ
ス
ク
着
用
な
ど
の

感
染
予
防
を
徹
底
し
た
上
で
、

思
い
切
っ
て
再

開
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は

本
当
に
喜
ん
で

く
れ
ま
し
た
。

不
登
校
だ
っ

た
子
ど
も
が
、

こ
の
居
場
所
へ

の
参
加
な
ど
を

通
じ
て
、
他
の

子
ど
も
た
ち
と

つ
な
が
り
、
学

校
へ
通
え
る
よ

う
に
な
っ
た
こ

と
が
成
果
で
す
。

今
後
は
、
今
参

加
し
て
い
る
子

ど
も
た
ち
以
外
に
も
、
居
場

所
が
必
要
だ
と
考
え
ら
れ
る

子
ど
も
た
ち
が
参
加
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
想

い
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

発
表
者

土
山
照
美
氏

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
サ

ロ
ン
や
体
操
な
ど
を
中
止
さ

れ
て
い
る
地
区
が
多
い
中
、

山
内
学
区
山
女
原
地
区
で
は
、

中
止
す
る
こ
と
な
く
こ
れ
ま

で
通
り
の
活
動
を
続
け
て
お

ら
れ
ま
す
。
そ
の
秘
訣
と
は

何
か
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で

の
地
域
の
つ
な
が
り
、
活
動

な
ど
を
交
え
な
が
ら
、
報
告

い
た
だ
き
ま
し
た
。

発
表
者

北
林
津
多
子
氏

土
山
町
全
体
の
出
生
が
、

毎
年
30
人
余
り
、
高
齢
者

の
み
世
帯
（
30
％
）
や
独

居
高
齢
者
世
帯
（
15
％
）

が
増
え
、
高
齢
化
率
が
35

％
以
上
と
少
子
高
齢
化
が

深
刻
に
な
る
現
実
（
令
和

元
年
10
月
現
在
）
。

公
的
な
サ
ー
ビ
ス
も
限

界
が
あ
る
な
か
、
地
域
に

暮
ら
す
人
た
ち
が
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
を
「
我
が
事
」

と
し
て
受
け
止
め
て
、
共

に
支
え
合
う
地
域
づ
く
り

を
目
指
す
た
め
「
土
山
地

域
ご
近
所
福
祉
推
進
協
議

会
」
が
平
成
29
年
度
か
ら

活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

毎
月
の
定
例
会
で
は
、

甲
賀
市
地
域
福
祉
活
動
計

画
と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が

ら
、
土
山
町
の
地
域
福
祉

の
課
題
を
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
形
式
で
検
討
し
た
り
、

地
域
サ
ロ
ン
に
出
向
き
、

実
際
の
声
や
様
子
を
確
認

し
、
ま
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
も

開
催
し
ま
し
た
。
令
和
2

年
度
か
ら
は
4
人
の
地
域

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
も
メ
ン
バ
ー

に
加
わ
り
ま
し
た
。

こ
の
4
年
間
、
立
場
を

超
え
た
協
働
に
よ
っ
て
、

地
域
の
生
活
課
題
を
共
有

し
、
共
に
解
決
方
法
に
つ

い
て
考
え
る
機
会
を
持
て

た
こ
と
は
成
果
で
す
が
、

地
域
の
み
な
さ
ん
や
他
機

関
の
み
な
さ
ん
へ
の
波
及

効
果
や
連
携
に
は
ま
だ
ま

だ
課
題
が
あ
り
ま
す
。

ご
近
所
福
祉
は
、
一
人

ひ
と
り
の
意
識
が
大
切
で

す
。
今
後
も
継
続
し
て
、

土
山
地
域
に
お
け
る
ご
近

所
福
祉
を
気
軽
に
語
り
合

え
る
機
会
を
作
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

①目的・主体（住民らしさ）
実践報告での取り組みは、誰もが主
役となっていたということ。
山女原の取り組みは、「自分で決め
たい・自分でしたいんだ」という願
いから、取り組みにつながっていた。
「子どもの居場所」の取り組みでは、
「子どもたちの圧力」に負けて、大
人が、子どもたちにうまくつかわれ
ることでサロンが開催できている。
②地域協働
（一緒にする・困ったときの相談先）
誰か一人がするのではなく、みんな
がするからできることがあり、広が
りがある。
今回の報告を聞き、自分はこんなこ
とがしたい、関わりたいという輪が
広がってもらいたい。
そうしたとき、地域市民センターや
地域包括支援センター、社協などに
相談してもらいたい。

③リスクマネジメント
どんな取り組みにもリスクはあるが、
それを把握、理解、納得して行うこ
とが大切である。
「何か起こったらどうするんだ？」
というリスクだけではなく、「しな
い」ことで、見過ごされてしまうと
いうリスク（見守りがなくなる・認
知症が進むなど）。
しないことで“よい変化も起こらな
くなり”、芽を摘んでしまう可能性
があるというリスクの２つがある。
他の人のことまでは知らないという
のは、「無縁社会」などになる可能
性があり、それは防がないといけな
い。
④評価（本人や地域社会の変化・満
足度）
子どもや高齢者、地域そのものの変
化はあったか？満足度はどうか？
やっててよかったか？

それとも、もうやめたいか？
手ごたえを共有して喜びあえたか？
⑤自律
withコロナのご近所福祉の取り組み
と、地域共生社会の実現は、みんな
が権利と責任をもち参加することで
あり、一番大切なことは自分を律す
るという「自律」。
つまり、「自分たちで決めた規範に
基づき、行動すること」で、本日発
表のあった「居場所づくり」の取り
組みは、誰かにやらされたり、自分
たちの知らないところで勝手に決め
られたルールに従うのではなく、ま
さに「自律した居場所づくり」であっ
たと思う。
これからも「自律した居場所づくり
と地域共生社会づくり」を自信をもっ
て進めていただきたいと思うし、社
協や福祉の専門職・行政など、様々
な立場からもご一緒に考えさせてい
ただきたいと思う。

田
舎
の
ご
近
所
福
祉
セ
ミ
ナ
ー

コ
ロ
ナ
禍
で
の
実
践
報
告

子
ど
も
の
居
場
所

「
み
ん
な
で
楽
し
も
う
会
」

山
女
原
地
区
の

ご
近
所
福
祉

土
山
地
域
ご
近
所
福

祉
推
進
協
議
会
で
は
、

「
地
域
の
居
場
所
づ
く

り
」
を
活
動
の
一
つ
と

し
て
位
置
づ
け
、
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
土

山
地
域
に
お
い
て
も
、

た
く
さ
ん
の
場
所
で
サ

ロ
ン
が
開
か
れ
、
身
近

な
「
居
場
所
」
と
な
っ

て
い
ま
す
。

昨
年
度
、
協
議
会
で

地
域
の
サ
ロ
ン
を
回
り

聞
き
取
り
を
行
っ
た
と

こ
ろ
、
「
担
い
手
が
い

な
い
」
「
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
苦
心
す
る
」
「
参
加

者
が
固
定
化
し
て
い
る
」

な
ど
、
サ
ロ
ン
が
抱
え

る
課
題
が
見
え
て
き
ま

し
た
。
そ
こ
で
今
年
度

の
協
議
会
で
は
、
地
域

に
合
っ
た
新
し
い
「
居

場
所
」
の
立
ち
上
げ
の

お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
新
し
い
居
場
所

は
、
“
支
え
る
側
・
支

え
ら
れ
る
側
”
に
分
か

れ
る
の
で
は
な
く
、
で

き
る
こ
と
は
自
分
た
ち

で
行
い
、
参
加
者
自
ら

が
サ
ロ
ン
を
開
い
て
い

く
“
み
ん
な
が
主
役
”

の
自
律
型
サ
ロ
ン
を

イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま

す
。
立
ち
上
げ
に
つ

い
て
は
、
現
在
サ
ロ

ン
が
な
い
北
中
区
・

南
中
区
を
中
心
に
、

空
き
家
を
活
用
し
て

開
催
出
来
る
よ
う
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
ま
ず
は
地

域
で
活
動
を
行
い
な

が
ら
定
期
的
に
集
ま
っ

て
お
ら
れ
る
『
お
じ
ゃ

み
の
会
』
の
方
と
意

見
交
換
を
し
な
が
ら
、

居
場
所
の
ヒ
ン
ト
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
「
参

加
者
が
話
を
す
る
こ
と

で
発
散
で
き
る
こ
と
は

重
要
と
思
う
。
」
「
サ

ロ
ン
で
話
を
す
る
た
め

の
ネ
タ
を
探
し
な
が
ら
、

毎
日
の
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
。
」
と
い

う
力
強
い
声
に
も
背
中

を
押
し
て
も
ら
い
、
春

に
は
、
少
人
数
か
ら
で

も
、
み
ん
な
が
主
役
に

な
れ
る
新
し
い
形
の
居

場
所
を
土
山
地
域
で
ス

タ
ー
ト
出
来
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。

みんなが主役のサロンづくり

自律型高齢者サロン

甲賀市社会福祉協議会 地域福祉課 大倉崇弘課長より

土山地域

↑秋のハイキングの様子

お
じ
ゃ
み
の
会
さ
ん
と
の

意
見
交
換
の
様
子

詳しくは
こちらを
見てね

ご近所福祉推進協議会 4年間の振り返り


